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＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

①第三者評価機関名 

株式会社フィールズ 

 

②施設・事業所情報 

名称：明治保育園 種別：認可保育所 

代表者氏名：渡辺典子 定員（利用人数）： 90名 

所在地：〒251-0057 藤沢市城南3-6-18                        

TEL：0466-36-1221 

ホームページ：http://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：1968年5月1日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：藤沢市 

 職員数 常勤職員： 17名 非常勤職員： 7名 

 専門職員 （専門職の名称）     名  

保育士：18名  

調理師：4名  

 施設・設

備の概要 

（居室数）保育室（5） 保育室兼ホール 事務室 調理室 休憩室 

（設備等）幼児用トイレ プール 

 

③理念・基本方針 

【保育理念】 

 生きる力の基礎を育む保育 

 

【保育方針】 

 子ども一人一人の健やかな心身の発達を保障し生き生きと育てる 

 保護者と子育ての共有を図り、育ちを支える 

 地域に開かれた保育園として子育て家庭の支援に積極的に取り組む 

 

 

④施設・事業所の特徴的な取組 

園庭に面した園舎テラスは、全園児が異年齢同士で日常的に交流ができる場となってい

ます。年上の子どもたちが小さい子の世話をしたり、年下の子どもたちが大きい子を模

倣するなど、互いに良い刺激を持ちながら成長しています。園周辺には、川や田んぼ、

遊歩道などがあり、子どもたちは、豊かな自然に触れ合い、四季を感じながら散歩を楽

しんでいます。 

藤沢市老人福祉センターやすらぎ荘に5歳児が訪問し、高齢者と一緒に歌を歌ったり、ダ

ンスを披露するなどして、交流する機会を設けています。また、地域の高齢者との世代

間交流や地域交流、小中高生との交流など、様々な年代の方と出会える機会を多く持ち、

子どもたちは思いやりの心を育んでいます。 

 

 

 



 

⑤第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

 令和2年7月10日（契約日） ～ 

 令和3年3月31日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）       2回（ 平成26年度） 

 

⑥総評 

◇特に評価の高い点 

1)職員全体で園運営を行う体制づくり  

園では、職員個々の業務分担や防災、防犯、人権、環境、食育、保健など、係の仕事を

明確化し、一人ひとりが責任を持って主体的に園運営に携わることができるようにして

います。職員は、自分の役割に応じた業務目標と達成基準、達成するための方法を設定

し、年度初めに発表し合って、職員間で共有しています。職員が互いに協力し合い、尊

重し合いながら、一つのチームとなって、園運営が行えるよう体制づくりに努めていま

す。 

 

２)保育の質の向上をめざした取り組み 

園長は、子ども一人ひとりの心に向き合い、子どもの気持ちに寄り添った丁寧な保育を

行うことを共通認識として保育にあたるよう、職員に伝えています。園長と幼児主任、

乳児主任は、保育の質の現状について共有して職員への指導体制を整えており、各クラ

スのミーティングには、主任が必ず出席して園の保育の方向性を伝えています。職員は、

日々の保育の実践について意見交換を行いながら、子どもへの声かけ方法や環境構成な

どについて学び合い、より良い保育の質の向上を目ざして取り組んでいます。 

 

３)子どもを尊重した保育を実践するための取り組み 

園では、毎年人権目標を掲げて職員間で意識統一を図り、一人ひとりが大切な存在であ

ることが子どもたちに伝わるよう保育にあたることを心がけています。「みんなちがっ

ていいんだよ」などの肯定的な言葉がけを行い、子どもたちが十分に自己を発揮し自分

の気持ちを素直に表現できるよう配慮しています。また、幼児クラスではパネルシアタ

ーを用いて子ども向けの人権集会を行い、子どもたちが互いを尊重する心を育めるよう

取り組んでいます。 

 

◇改善を求められる点 

１)園としての自己評価の実施 

藤沢市の人事評価制度に則り、職員個々の自己評価を実施していますが、園としての自

己評価は実施されていません。今後は、年に1回以上、園としての自己評価を実施して、

職員間で評価結果を十分に検証し、改善が必要な課題を具体的に抽出するとともに、改

善に向けた取り組みを計画的に実施することが望まれます。 

 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

第三者評価を受審することにあたり、職員間で各担当を決め、話し合いを進めてきまし

た。気づきや課題を皆で共有しながら子どもにとって、保護者にとってより良い保育を

見直す機会となりました。 

今年度はコロナ禍のため、様々な生活様式を取り入れ、保護者の皆様に理解をいただき

ながら保育を進めてきました。お忙しい中、利用者調査アンケートにも協力いただき感

謝しております。 

良かった点は、職員の励みになり、今後も継続していきたいところです。 



 

改善点については、市で検討するもの、園で検討するものを整理して、職員全員で共有

していき改善へ取り組んでいきたいと思います。 

 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


